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麓
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刷

逃

最

段
別
割
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
田
中
博
士
紳
戸
正
雄

敷
撃
的
経
済
事
の
論
理
的
構
造
・
・
女
皐
博
士
米
田
圧
太
郎

貨
幣
の
本
質
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
文
皐
博
士
高
田
保
馬

時

論

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て
・
・
・
・
・
経
済
事
士
八
木
芳
之
助

説

苑

同
家
経
費
の
轄
嬢
に
就
い
て
・
経
済
皐
士
小
山
田
小
七

統
計
の
解
説
、
批
判
、
解
抹
・
・
怒
沼
皐
士
地
川
虎
三

経
済
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
鶴
湾
事
士
柴
田
敬

都

棺

位

陣

生
産
費
画
数
と
生
産
費
逓
増
減
の
法
則
経
済
事
士
高
森
晋

吋
耕
一
一
畑
町
宮
失
業
の
季
節
的
愛
動
・
・
空
主
主
盆
田
熊
雄

人
口
定
数
観
考
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
皐
博
士
財
部
静
治

当

古

ム

下

正

米

市

場

規

則瞬

間

倍

野

新
岩
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



穣

録

歓
洲
諸
国
の
患
築
工
業
に
於
け
る
失
業
の
季
節
的
麹
動

欧
洲
諸
園
の
建
築
工
業
に
於
げ
る

失
業
の
季
節
的
愛
勤

盆

回

Ji~ 

雄

は

し

が

き

失
業
問
題
は
厭
捌
大
戦
以
後
戦
前
と
趣
き
を
全
く
異
じ
し
、

頓
に
一
枇
曾
上
経
済
上
の
重
大
問
題
と
な
っ
た
。
今
日
我
固
に
於

h て
にも
ま曾金
加解
し禁
イコ

》産

あ業
り合

主君
υノ等
救の
桝 影
は

響
目 .:a 
下 z
円、--"-

Z け
~~ L 

宅金
号害
もは
乙剖
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雑

銭

欧
洲
諸
国
の
建
築
工
業
に
於
け
る
失
業
四
季
節
的
構
動

が
針
策
資
料
を
奥
ふ
る
失
業
統
計
に
於
て
、
そ
の
調
査
の
時
期

如
何
に
よ
り
失
業
者
の
教
は
甚
だ
動
揺
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
季
節
的
費
動
は
大
い
に
研
究
を
要
す
べ
き
事
で
あ
る
。

特
に
建
築
工
業
は
戸
外
持
働
に
依
る
所
が
多
い
か
ら
、
季
節
の

影
響
を
受
く
る
事
が
甚
だ
し
い
。

ゼ
ネ
パ
大
壌
の
円
目
国
巾
『
印
円
υ

『
敬
授
は
敵
洲
諸
闘
に
於
け
る
該
問

題
そ
取
扱
ひ
、
建
築
工
業
の
失
業
の
季
節
的
提
動
が
如
何
に
英
一

官
し
き
か
‘
亦
特
に
そ
の
中
じ
於
T
も
町
田
町
出
品
川
の
失
業
の
摂

動
率
が
如
何
じ
激
議
な
る
か
や
明
か
に
し
、
興
味
あ
る
研
九
を

な
し
て
居
る
。
以
下
そ
の
述
ぷ
る
所
の
大
要
を
紹
介
す
る
。

ー

研
究
方
法

建
築
工
業
の
失
業
を
研
究
す
る
に
営
っ
て
他
の
工
業
の
夫
と

比
較
す
る
事
の
肝
要
な
る
は
論
ぞ
倹
た
な
い
が
、
建
築
工
業
の

中
に
於
て
も
、
峨
業
に
よ
り
往
々
に
し
て
反
針
の
季
節
的
曲
変
動

を
さ
へ
示
す
も
の
が
あ
り
、
之
身
同
一
項
目
に
包
括
せ
し
め
て

観
察
す
る
時
に
は
動

ιす
れ
ば
此
等
の
季
節
的
費
動
巻
看
過
す

る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
各
峨
業
別
に
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
の

第
三
十
一
巻

一
一
九
四

第
三
披

A 

で
あ
る
。

建
築
工
業
の
失
業
は
数
多
の
祉
曾
的
並
び
に
自
然
的
の
原
因

に
よ
り
具
常
の
掛
変
動
冶
示
す
事
が
屡
々
で
あ
る
が
、
而
も
向

見
し
て
季
節
的
費
動
が
窺
ひ
得
ら
れ
る
。
民
は
此
の
季
節
的
愛

動
を
分
析
研
究
す
る
じ
首
っ
て
、
累
年
の
相
首
月
の
失
業
者
数

の
平
均
を
求
め
、
そ
の
各
月
の
平
均
傘
ぞ
比
較
す
る
事
に
よ
り

季
節
的
援
動
ぞ
知
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
揚
合
に
用

ふ
る
平
均
方
法
と
し
て
は
次
l
叫
ぶ
る
諸
河
一
由
よ
り
し

1
.
鋒

術
卒
均
は
用
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
。
削
ち
第
一
に
算
術
平
均
は

上
騰
下
落
が
均
等
に
容
在
す
る
場
合
に
は
之
を
相
殻
し
得
る
の

で
あ
る
が
、
今
取
扱
は
ん
と
す
る
失
業
に
於
て
は
、
磯
後
は
事

ろ
増
加
の
傾
向
が
強
く
・
此
の
雨
者
ぞ
相
殺
し
て
正
常
の
失
業

献
態
を
知
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
叉
第
こ
に
は
各
閣
の
失
業
統

計
資
料
は
戦
後
大
い
に
改
緩
せ
ら
れ
て
戦
前
の
犬
と
比
較
判
少

く
、
用
ひ
得
ら
る
、
材
料
は
、
戦
後
の
僅
少
な
る
統
計
の
み
に

隈
ら
れ
て
居
り
、
第
三
に
は
戦
後
呉
常
な
る
場
合
多
く
、
此
等

の
影
響
や
避
け
ん
と
し
て
一
止
常
な
る
場
合
の
み
の
材
料
や
用
ひ

ん
と
す
れ
ば
甚
だ
人
潟
的
と
な
り
て
面
白
か
ら
歩
、
亦
百
常
と
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異
常
と
の
匝
別
も
困
難
で
あ
る
か
ら
、
算
術
平
均
は
遁
常
と
は

思
は
れ
な
い
。
氏
は
此
に
針
し
て
所
謂

O
H
Z
E
E
g色
宮
口
の

方
法
そ
用
ひ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
は
算
術
平
均
と

中
佐
敷
と
を
折
衷
せ
る
も
の
で
、
中
位
教
の
一
種
と
見
ら
れ
得

る
む
即
ち
項
数
が
奇
数
な
る
揚
合
に
は
大
き
さ
の
順
に
並
べ
七

る
数
列
の
中
央
の
五
項
の
算
術
平
均
を
取
り
、
偶
数
な
る
揚
合

に
は
四
項
の
算
術
平
均
を
取
る
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
は
中
位

教
と
問
機
に
、
非
季
節
的
費
動
に
よ
っ
て
惹
起
せ
ら
ゐ
h

大
な

る
費
動
を
自
働
的
に
消
去
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

次
の
問
題
は
斯
く
し
て
得
た
る
各
月
の
ロ
2
5色
々
司
一
門
戸
一

出
向

E
E
を
比
較
す
る
事
で
あ
る
。
此
の
揚
合
に
貫
教
は
よ
く
愛

動
の
性
質
を
現
は
す
事
が
出
来
な
い
か
ら
、
年
平
均
を
一

0
0

と
す
る
指
数
に
書
き
改
め
る
。
此
冶
直
坐
標
或
は

H
V
D
]
R
g
a

一
日
品
目
D
P
Z
に
よ
っ
て
掴
示
す
れ
ば
最
高
最
低
の
位
置
及
頂
黙
の

教
を
知
の
得
る
の
で
あ
る
。
此
の
過
程
巻
各
工
業
別
職
業
別
に

行
へ
ば
、
大
関
の
比
較
は
出
来
る
が
騰
落
が
平
行
に
起
ら
ざ
る

揚
A
口
に
は
ど
の
部
門
の
失
業
の
季
節
的
受
動
が
大
で
あ
る
か
は

明
か
で
な
い
。
此
を
究
明
せ
ん
が
震
に
は
、
夏
に
進
ん
で
次
の

雑

録

献
洲
諸
国
の
建
築
工
業
に
於
け
る
失
業
の
季
節
的
鑓
勘

諸
項
目
に
つ
い
て
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
先
つ
第
一
に
卒

均
月
時
現
動
率
で
あ
る
o
印

ち
E
S
P
-河
口
2
5と
守
℃
一

g
ご
E

Z

の
標
準
偏
差
(
;
失
点
日
首
「
こ
H

歯
止
を
比
較
す
る
事
で

あ
る
。
弐
に
は
副
賞
動
の
範
間
会
H
E
P
-
E
E
・
)
即
ち
費
動
の
幅

第
三
に
は
標
準
偏
差

σ
と
卒
均
偏
差
d
と
の
割
合

を
測
り
、

指を
致上と
d 較
E す

そ'宅
言十 回
算ち
比集
較密
す指
号数
νノ lT

で百
あ
ヲ或
't は

止tそ
のの
外逆
に致
療すこ
1t:る
係ι品分
数 μn散

等;
も
上t;
較!
材ー
料
と
な
~;) 

Cり
」川

あ
，;> 

次
に
は
園
別
地
方
別
の
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
る
c

之
が
鋳

に
は
建
築
工
業
と
他
の
工
業
と
の
比
較
、
建
築
工
業
中
の
各
職

業
別
の
比
較
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

頁。us
t
 

左
の
園
は
夫
々
次
の
統
計
書
よ

P
取
ら
れ
て
居
る
。
英
国
↓
宮
川
明

妻
子

4

冨

E

5

3『

C
E
H
E
N
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山
了
抹
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U
S
E
F
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E
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町
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J
P
R
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F
5
f
和
蘭
冨
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R
E
p
s
n
r
E
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E
P
}
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E
Z
さ
つ
叫
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頁

mmvoa 

L
O
出

E円
}
色
町

ru
濁
逸

-
u
r
Z
R
r何回
円
以

F
E
r
伊
太
刺

FPι
目

mong-

経川品

目
】

mwNTV500-wmw切
mtnZ】

EN-。目。。。白押『。

-mw
品

ME屈
の
ロ
司
4
3
『

u

新
書

此
等
の
各
困
白
統
計
白
包
含
す
る
内
容
は
各
身
異
ヲ
て
居
る
か

b
、
嚇

1

此
の
間
表
白
曲
線
の
高
さ
に
比
較
性
が
無
い
事
は
詮
意
ナ
ベ
き
で
あ

4
簡

を
Q

。

品

有

企

草

木

第
三
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二
九
五

第
二
貌

一
三
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ーー
個
別
研
究

此
の
研
究
に
用
ふ
る
統
計
は
各
固
に
よ
り
性
質
も
異
り
期
間

も
同
一
で
な
い
。
丁
抹
は
一
九
一

o
i二
六
年
、
濁
逸
は
一
九

一
五

l
二
七
年
、
和
蘭
は
一
九
一
三

l
二
七
年
で
あ
る
。
英
国

と
伊
太
利
の
統
計
は
一
九
一
一
一
一
l
I

二
七
年
で
あ
っ
て
唯
僅
か

に
六
個
年
の
統
計
を
利
用
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、

止h

。
同
窓
口
白
色
白
色
U
3
の
方
法
を
用
ふ
る
事
は
意
義
な
く
、
止
む

や-得
4vr
算
術
平
均
や
用
ひ
て
居
ゐ
。
市
し
て
伊
太
利
冶
除
く
他

の
園
に
は
絶
叫
割
数
並
ぴ
に
比
例
数
の
統
計
が
容
在
す
る
が
、
伊

太
利
に
は
絡
封
教
の
み
し
か
存
在
し
な
い
。
而
し
て
和
蘭
伊
太

利
雨
図
の
建
築
工
業
の
失
業
統
計
中
に
は
土
木
業
の
夫
を
も
包

含
せ
し
め
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、
且
職
業
別
統
計
は
無
い
の

で
あ
る
。
氏
が
此
等
の
材
料
よ
り
求
め
得
た
る
結
呆
は
次
の
如

〈
で
あ
る
。

失
業
の
年
平
均
率
に
付
い
て
は
濁
渇
が
最
も
低
く
、
英
国
此

に
次
ぎ
、
和
蘭
は
英
濁
よ
り
高
く
、
丁
抹
は
最
高
で
貨
に
英
図

の
二
倍
以
上
に
上
っ
て
居
る
。
而
し
て
建
築
工
業
の
失
業
率
年

平
均
は
何
れ
の
園
に
於
て
も
金
工
業
の
平
均
よ
り
は
惑
か
に
高

雑

欧
洲
諸
園
白
建
築
工
業
に
於
け
る
失
業
白
季
節
的
費
動

総

位
に
あ
る
の
で
あ
る
。

建
築
工
業
の
標
準
偏
差
及
鍵
動
の
範
園
は
各
園
共
全
工
業
卒

均
の
夫
よ
り
も
遥
か
に
大
で
あ
っ
て
、
共
の
季
節
的
費
動
の
如

何
に
大
な
る
か
告
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
之
を
図
別
に
見

少る
し、 時と
のに
では
あ
る季..

d節
占的

事喜
一却の

ZE 
1ニは
三〉各
c'々
丁異
抹り
は、

年英
卒園
均は
率最
t二も

於
け
る
と
同
様
じ
最
大
で
あ
る
。
概
し
て
季
節
的
受
動
の
程
度

と
年
平
均
・
寧
と
は
相
仲
ふ
も
の
、
如
く
、
失
業
の
季
節
的
境
動

の
大
な
る
地
方
は
そ
の
年
卒
均
率
も
高
位
に
あ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
季
節
的
境
動
に
於
て
、
そ
の
ヨ

Z-は
何
れ
の
園
に
於

て
も
一
月
に
起
る
の
で
あ
る
。
第
二
包
員
・
は
只
濁
逸
の
み
が

八
月
に
之
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
。
呂
町
田
・
は
普
通
は
六
月
で
あ
っ

て
、
只
濁
遜
の
み
が
九
月
に
起
の
、
第
一
一

E
=・
が
五
月
乃
至

六
月
に
担
っ
て
居
る
。
丁
抹
に
於
て
は
第
二

E
Z・
は
九
月
に

あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
第
三

E
=・
の
順
位
は
丁
抹
と
溺

逸
と
は
賂
に
逆
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
L
T
要
す
る
に
、

建
築
工
業
の
失
業
は
夏
季
(
六
月
〕
に
於
て
最
も
減
少
し
、
久
J

季

(
一
月
)
に
於
て
最
も
増
加
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
に
よ
っ
て

第
一
一
一
十
一
巻

三
九
七

第
二
披

四



隷

鎌

政
洲
諸
凶
昭
恵
築
工
業
に
於
げ
る
失
業
の
季
節
的
麹
動

建
築
工
業
が
大
部
分
戸
外
務
務
に
準
擁
し
て
居
る
結
果
、
如
何

に
季
節
的
閥
係
に
左
右
せ
ら
れ
て
居
る
か
を
知
り
得
る
の
で
あ

る。
分
散
指
数
も
同
様
に
建
築
工
業
の
失
業
は
全
工
業
の
平
均
に

比
し
て
高
く
、
亦
図
別
に
見
る
時
は
丁
抹
が
最
高
で
、
塁
間
和

蘭
此
に
次
ぎ
、
濁
品
叫
が
最
低
で
あ
る
。

職
業
別
統
計
は
伊
太
利
及
和
蘭
は
之
ぞ
欠
い
て
居
ゐ
か
ら
、

笑
濁
丁
の
三
固
に
就
い
て
親
祭
す
る
の
他
は
な
い
。

建
築
工
業
中
の
諸
職
業
の
中
で
宮
宮
古
「
は
甚
だ
特
異
性
が

あ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
失
業
の
年
卒
均
率
は
濁
逸
を
除
く
他

〈
揃
逸
は
会
建
築
工
業
の
一
平
均
と
略
同
じ
)

他
の
職
業
に
比
し
て
茜

だ
高
く
、
季
節
的
費
動
も
他
の
職
業
と
格
段
の
相
違
を
示
し
て

居
る
。
郎
ち
英
聞
に
於
て
は
宮
古
宮
の
失
業
の
費
動
の
範
園
は

全
建
築
工
業
平
均
の
五
倍
、
標
準
偏
差
は
六
倍
に
賞
っ
て
居
り
、

丁
抹
に
於
て
は
範
閣
も
標
準
偏
差
も
寅
に
英
図
の
夫
の
コ
一
倍
に

上
っ
て
居
る
。
此
く
の
如
く
に
司
P
E
2
の
失
業
の
費
動
は
茜

だ
し
く
、
丁
抹
に
於
て
は
特
に
激
烈
で
あ
っ
て
、
そ
の
B
P
H
-

は

E
Z・
の
瓦
十
五
倍
に
営
っ
て
居
る
有
様
で
あ
る
。

同
】
但
阿

第
三
十
一
巻

第
二
競

四

二
九
八

は
三
園
共
一
月
に
起
る
が
百
一
ロ
・
は
英
闘
は
五
月
‘
丁
抹
は
四
月

濁
逸
は
九
月
に
起
る
の
で
あ
る
。
濁
逸
に
於
て
は
第
二
百
良
・

が
八
月
、
第
二
百
円
ロ
・
が
五
月
乃
至
六
月
に
起
る
。
分
散
指
数

は
各
閣
共
建
築
工
業
の
職
業
の
中
で
最
大
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
匂
E
E
q
に
は
甚
だ
特
同
男
性
が
あ
る
が
、
特
に

注
意
す
べ
き
事
は
建
築
工
業
中
他
の
峨
識
の
失
業
の
費
動
に
劃

し
て
、

同
}
日
百
円
。
吋
の
夫
は
先
走
っ
て
鰐
動
す
る
事
で
あ
る
。
即

ゆ
り
丁
廿
刊
を
例
に
取
れ
ば
白
日
寸
蒋
早
々
吉
一
三
号
仁
は
失
業
の
大

な
る
減
少
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
一
二
月
の
終
り
に
は
冬
季
の
甚
忙
し

き
失
業
は
殆
ん
ど
年
平
均
位
に
ま
で
減
少
し
、
四
月
末
に
は
最

低
限
に
ま
で
落
ち
て
年
平
均
の
僅
か
に
一
%
と
な
る
の
で
矢

る
。
而
し
て
他
の
職
業
が
街
下
落
し
っ
、
あ
る
五
月
に
回
室
。
『

は
早
や
上
騰
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
而
し

τ秋
に
は
既
に
相
官

な
る
程
度
に
ま
で
失
業
は
増
加
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

氏
は
他
の
職
業
に
就
い
て
も
深
く
検
討
さ
ら
れ
て
居
る
が
特

に
蓮
ぶ
べ
き
特
異
性
は
無
い
。
唯
英
図
の
日
傭
勢
働
者
は
そ
の

数
甚
だ
多
く
、
且
そ
の
性
質
上
他
の
職
業
の
失
業
に
従
属
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
失
業
欣
況
は
全
建
築
工
業
の
欣
況
に



よ
く
似
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
鉛
工
は
主
と
し
て
戸
内
第

務
に
依
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
失
業
献
況
は
他
の
職
業
の

夫
と
全
く
異
り
、
往
々
に
し
て
反
射
の
方
向
に
愛
動
す
る
事
さ

へ
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
と
金
建
築
工
業
の
失
業
の
指
数
の
相

関
係
教
を
取
っ
て
見
る
と
、
共
庭
に
何
等
相
朗
々
係
の
存
在
し

な
い
亭
が
知
ら
れ
る
。

民
は
別
に
英
国
の
み
に
就
い
て
で
は
あ
る
が
、
各
地
方
別
に

建
築
工
業
の
失
業
欣
惣
に
就
て
遁
ベ
て
居
る
。

結

論

以
上
漣
べ
来
'
り
し
所
よ
り
、
氏
は
吠
の
結
論
を
得

τ居
る
。

即
ち
「
建
築
工
業
に
於
け
る
失
業
の
季
節
的
費
動
の
強
さ
及
び

失
業
率
の
年
平
均
率
は
他
の
工
業
に
比
し
て
英
、
た
大
で
あ
る
。

而
し
て
各
園
に
於
て
費
動
の
目
安
-
は
b
h
t

季

二

月

)
2
5
は
夏

季
(
六
月
)
に
起
り
、

E
亦
普
通
に
は
務
動
曲
線
は
唯
一
つ
め
頂

黙
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
。
職
業
別
に
之
ぞ
見
る
時
に
は
、
各
々

失
業
率
・
費
動
率
ぞ
異
に
し
、
高
品
百
年
平
均
巻
持
つ
職
業
は
概
し

で
大
な
る
季
節
的
費
動
を
な
し
、
分
散
指
数
も
太
で
あ
る
。
故

雑

欧
州
諸
園
田
建
築
工
業
に
於
け
る
失
業
白
季
節
的
費
動

録

に
或
る
程
度
原
凶
の
蓮
闘
が
直
接
或
は
間
接
に
失
業
率
の
平
均

と
季
節
的
脂
質
動
の
間
に
あ
る
と
推
論
せ

ι・
れ
る
。
建
築
工
業
の

中
で
特
に
注
意
す
べ
き
は

E
E
q
で
あ
っ
て
、
最
も
高
き
年

平
均
と
最
も
激
し
き
季
節
的
鍵
動
を
示
し
て
居
ゎ
、
亦
他
の
職

業
に
先
走
っ
て
費
動
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と
。

惟
ふ
に
此
の
研
究
は
、
産
業
の
中
最
も
失
業
率
商
品
d

工
業
.

而
も
そ
の
中
で
失
業
率
高
き
建
築
工
業
に
就
い
て
の
研
気
で
あ

っ
て
、
甚
た
特
殊
的
の
研
究
と
一
広
ふ
べ
く
、
棋
だ
興
味
あ
る
論

文
で
あ
る
。
而
も
そ
の
研
究
方
法
は
事
充
周
密
で
あ
っ
て
、
此

の
種

ω研
究
に
は
稀
に
見
る
貴
重
な
る
研
坑
で
あ
ら
う
。

〈
五
・
七
・
七
)

第
三
十
一
容

第

競

四
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